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日
日
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星

ア

ド

只
今
勉
強
中
、
未
来
の
ガ
イ
ド
さ
ん
大
野
幹
子
…
Ｙ
勤
務
〉
カ
メ
ラ
・
米
田
定
職

つ
い
こ
の
間
、
神
戸
っ
子
の
仲
間
入
り
を
し
た
ば
か
り
。
二
月
に
「
Ａ
＆
Ｙ
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
に
勤
め
る
ま
で

神
戸
と
は
縁
が
な
か
っ
た
。
関
西
外
国
語
大
学
英
米
語
学
科
卒
業
。
四
年
間
は
枚
方
市
で
下
宿
。
大
学
三
年
生
の
七
、
八
月
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
で
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
、
そ
し
て
、
ロ
ス
、
シ
ス
コ
と
回
っ
て
帰
国
。
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
の
大
学
で
カ
ナ
ダ
の
地
理
や
経
済
な
ど
を
勉
強
。
そ
の
後
、
一
月
間
、
カ
ナ
ダ
人
の
家
庭
で
暮
ら
し
た
。
両
親
と
女
の
子
一

人
の
家
庭
。
こ
こ
で
は
家
族
の
一
員
と
し
て
家
事
手
伝
い
か
ら
ク
ル
マ
の
掃
除
ま
で
や
っ
た
。
今
も
文
通
は
続
い
て
い
る
。
将
来
は
外
国

人
相
手
の
仕
事
を
や
ろ
う
と
決
め
た
の
は
こ
の
と
き
だ
っ
た
。
現
在
は
翻
訳
な
ど
の
仕
事
で
週
五
日
の
勤
務
。
週
二
日
は
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
ガ
イ
ド
料
で
勉
強
。
休
み
の
日
も
ひ
た
す
ら
勉
強
。
一
人
前
の
ガ
イ
ド
に
な
る
道
は
厳
し
い
。
英
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
夢
も
時
々
見

る
。
会
話
そ
の
も
の
よ
り
も
ガ
イ
ド
の
内
容
を
覚
え
る
こ
と
の
方
が
難
し
い
。
だ
が
、
あ
と
一
年
も
す
れ
ば
、
元
気
に
外
国
旅
行
者
を
ガ

イ
ド
し
て
い
る
小
柄
な
大
野
さ
ん
の
姿
が
神
戸
の
街
角
で
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
長
田
区
在
住
。
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
て
。
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可
神
戸
っ
誌
〕

二
月
三
日
小
雨
を
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
第
拠
回
別
府
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
で
、
マ
ラ
ソ
ン
初
出
場
の
小
沢
欽
一
選
手
（
”
）
が
２
時
間
過
分

皿
秒
４
、
日
本
歴
代
８
位
の
好
タ
イ
ム
で
優
勝
し
た
。
来
年
７
月
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
こ
の
と
こ
ろ
ふ
る
わ
な
い
マ

ラ
ソ
ン
界
は
突
如
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
た
こ
の
新
人
に
い
ろ
め
き
だ
っ
た
。

だ
が
当
の
本
人
は
あ
く
ま
で
冷
静
．
「
加
月
ま
で
は
ト
ラ
ッ
ク
を
充
分
走
り
記
録
を
伸
ば
す
こ
と
に
専
念
し
ま
す
」
と
自
分
の
ペ
ー
ス

を
守
る
。
こ
の
人
、
五
千
脚
、
一
万
Ｍ
で
は
す
で
に
日
本
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
。
一
万
届
は
歴
代
三
位
の
配
分
調
秒
２
の
記
録
を
持
つ
。

近
代
マ
ラ
ソ
ン
は
ス
ピ
ー
ド
を
要
求
さ
れ
る
。
長
距
離
走
者
が
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
て
マ
ラ
ソ
ン
で
も
好
記
録
を
上
げ
て
い
る
．
小

沢
選
手
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
。
は
じ
め
て
の
マ
ラ
ソ
ン
ー
『
結
果
的
に
は
良
か
っ
た
ん
で
す
が
、
獲
っ
て
い
る
途
中
も
い
つ
自
分

が
ダ
メ
に
な
る
か
不
安
で
し
た
」
・
練
習
は
毎
日
午
後
の
二
時
間
。
気
負
い
の
な
さ
が
気
も
ち
い
い
。
神
戸
製
鋼
勤
務
．
日
体
大
卒
や

〆フ

目
標
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
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小
沢
欽
一
〈
騎
回
別
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毎
日
マ
ラ
ソ
ン
鱒
一
位
〉
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
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神
戸
二
紀
（
二
紀
会
兵
庫
県

支
部
）
は
今
年
、
結
成
二
十
年

を
迎
え
た
。
中
西
勝
さ
ん
を
支

部
長
に
百
名
を
越
す
メ
ン
バ
Ｌ

全
国
の
二
紀
会
の
な
か
で
も
最

大
の
支
部
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

ふ
た
む
か
し
前
‐
戦
後
の

混
乱
の
時
代
、
焼
跡
の
な
か
で

い
ち
は
や
く
紙
と
鉛
筆
を
も
っ

て
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
よ
り
神

戸
二
紀
は
誕
生
し
た
。
お
お
い

に
集
い
、
お
お
い
に
し
ゃ
べ
り

飲
み
、
描
い
た
と
い
う
良
き
時

代
、
い
く
つ
も
の
情
熱
が
燃
焼

し
、
個
性
が
育
っ
た
。

い
ま
、
加
周
年
記
念
展
の
会

場
に
は
神
戸
二
紀
の
充
実
を
示

す
に
足
り
る
力
作
が
並
べ
ら
れ

た
。
顔
ぶ
れ
も
多
士
才
々
・
次

の
世
代
を
築
く
若
い
メ
ン
バ
ｉ

も
頼
も
し
い
。

画
架
と
構
想
の
谷
間
で
の
孤

独
な
制
作
の
時
間
に
沈
む
作
家

が
、
神
戸
二
紀
で
は
勢
い
さ
か

ん
な
活
発
さ
。
自
由
で
率
直
な

ふ
ん
囲
気
。
数
多
く
の
展
覧
会

と
、
展
覧
会
審
査
の
市
民
参
加

や
神
戸
ま
つ
り
の
二
紀
テ
ン
ト

な
ど
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
美
術

グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
そ
の
域
を

越
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
も
歓

迎
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
今
春
は
ハ
ワ
イ
で
の

初
の
海
外
展
。
神
戸
二
紀
の
二

十
年
を
飾
る
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な

っ
た
。
さ
ら
な
る
前
進
が
期
待

さ
れ
る
。
弱
ペ
ー
ジ
あ
る
集
い
そ
の

足
あ
と
も
ご
ら
ん
く
超
さ
じ

四曲四曲

蕊Ｉ識墨】国

｡
■ 乱

串

“

濡鵠
．Ｉ

ﾛ.豊､'i-,.A賓講一

挿画'

一

柄竃柄竃

篭Ｉ，
禽也，

Ｆ･‐

ﾊャノ

1fT可

4

■卓

《
剖

一

i』ｉ」
Ｐ

、地

ｊＩ

識坤⑧坤⑧

『
Ｆ●

ー

胤鶏
■

雪
〃

（

〔
町
一
一
も

慧
：ｌＡｉＩ、ｊ/‘~、

鞠'1，
Iiif蕊
騰 縛

紀

『

顎「鯛
蝿
騨
簡
噌

甲

』

E､画肉

■

ｈｔ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



3 0 名さまのご披露宴と
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ウエディングすべておまかせくださいのことなら

挙式．ご披露宴から､ ハネムーンまでいっさいの費用をパックしています６
ハネムーンの航空運賃･ ホテル料金も含んだ、便利なパックです。

ﾜ ーサイドホテルウエディングパソ
3 0 名さまのご披露宴と

､ グワム" ハネムーン４４１，０００円
3 0 名さまのご披露宴と

､ ハワイ〃ハネムーン6 2 5 , 0 0 0 円よ
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スウェーデン令頁事館開設

■

７

このほど、スウェーデン大阪神戸領粥館商務部が開設
され、３月７円，′Ｆ後５時から三常ビル北館1 0 階にて開
設記念祝賀パーティーが開かれた。
この日は、東京からグンナー・ヘクシャー大使も来神

同大使、兵庫県知事（代理）の挨拶のあと、神戸市長代
理の音頭によって乾杯、スウェーデンと関係の深い地元
の企業の代表者、米、英、ソ、ポルトガルなど関西領張
団の主要メンバーら約１７０名が開設を祝った。
領事館は三宮ビル７階に置かれ、田中一郎副領事はじ

め３名の職員で連' 営される。業務としては、スウェーデ
ン政府とスウェーデン民間企業との関係を深めつつ、日
本一スウェーデン貿易を促進するために、( 1 ) マーケティ
ング計1 町、販売促進計画の推進、( 2 ) 輸入業者および輸入
代理店に関してスウェーデン企業にアドバイスする、（３）
技術提携や合弁契約などのビジネスコンタクトを紹介す
る、( 4 ) ビジネスに関する情報を提供するなどとし、また
来日するスウェーデンの商工業者に対しては、( 1 ) 通訳サ
ービス、( 2 ) 貸娯務所を提供するとなっている。
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い
つ
の
時
代
に
も
風
調
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
観
念
に
よ
っ

て
イ
メ
ー
ジ
を
伝
達
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
ね
。
も
っ
と
芸

術
と
は
直
感
的
に
受
け
と
る
も
の
と
思
う
ん
だ
が
…
と
観
念
芸
術

の
あ
り
方
を
批
判
す
る
。
そ
れ
が
、
自
分
の
尾
砥
骨
で
古
い
人
間

や
と
い
う
証
拠
な
の
だ
が
、
ど
う
も
僕
の
歴
史
が
そ
れ
を
許
さ
ん

の
で
…
と
。
丸
本
耕
さ
ん
の
歴
史
は
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
き
た

だ
け
に
重
み
と
厚
み
が
あ
り
、
に
こ
や
か
に
話
す
こ
と
ば
も
頓
も

丸
本
耕

ｌ
常
に
断
絶
と
い
う
格
好
で
進
ん
で
い
く
．
自
分
の
考
え
方

テ
ー
ゼ
を
た
て
な
お
し
、
前
の
自
分
を
否
定
し
て
次
に
飛
躍
す
る

ん
で
す
。
今
の
自
分
も
自
分
。
過
去
の
自
分
も
自
分
。
し
か
し
過

去
と
は
違
う
。
か
わ
り
な
が
ら
か
わ
ら
な
い
、
な
ん
と
い
う
か
十

年
前
の
自
分
と
今
日
の
自
分
は
同
じ
人
間
だ
が
、
そ
の
中
に
つ
な

ぐ
時
間
の
推
移
が
必
ず
あ
る
．
そ
の
一
瞬
一
瞬
に
自
分
を
消
化
し

て
し
ま
い
、
前
に
進
む
と
き
は
階
段
を
上
る
よ
う
に
過
去
を
切
り

離
し
て
し
ま
う
ん
で
す
。

タ
プ
ロ
ー
か
ら
は
み
だ
す
絵
画
（
立
体
絵
画
）
に
、
そ
し
て
現

在
の
部
屋
全
体
が
作
品
と
い
う
丸
本
耕
の
軌
跡
を
見
れ
ば
、
何
を

い
わ
ん
と
し
て
い
る
か
が
、
よ
く
わ
か
る
。
坂
道
の
よ
う
な
な
だ

ら
か
な
軌
道
皇
少
ま
ず
、
階
段
軌
道
を
歩
み
つ
づ
け
る
と
い
う
の

だ
。作

者
自
身
の
‐
王
張
が
そ
っ
く
り
鑑
賞
者
に
伝
達
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
美
術
だ
け
に
限
ら
な
く
て
も
不
可
能
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。
言
葉
で
表
現
し
て
も
、
言
葉
の
意
味
は
抽
象
的
で
、
各
々
自

分
の
考
え
方
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
意
味
づ
け
て
も
い
る
か
ら
…
。

ｌ
芸
術
の
本
質
と
は
、
わ
か
ら
ん
と
か
一
人
よ
が
Ｉ
そ
ん

な
も
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
．
だ
か
ら
こ
の
作
品
も
見
る

人
が
適
当
に
置
き
か
え
て
く
れ
て
も
い
い
と
思
う
。
普
通
の
視
線

で
も
っ
て
、
日
常
的
で
な
い
イ
メ
ー
ジ
の
さ
せ
方
、
こ
れ
ら
か
ら

見
る
人
が
自
分
な
り
に
イ
メ
ー
ジ
を
し
●
て
く
れ
れ
ば
…
。

芸
術
と
い
っ
て
、
き

次
元
に
あ
る
も
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
で
き

て
投
げ
か
け
る
大
き
な

い
く
。

六
○
用
○
○
○
○
少
匡
男
べ
〈
脂
〉

神
戸
つ
子

ギ
ャ
ラ
リ
ー

館
●
一
九
六
六
現
代
美
術
の
祭
典
（
堺
金
岡
公
団
）
●
一
九
六
六
、
六
八
、

七
三
汎
瀬
戸
内
現
代
美
術
展
●
一
九
六
六
個
展
（
空
間
と
人
間
と
の
対
話
）

●
一
九
六
七
兵
庫
県
美
術
帥
人
展
、
個
展
（
環
境
媒
体
展
）
、
大
阪
現
代
美
術

１
０
０
人
展
●
一
九
七
○
個
展
（
人
間
そ
の
生
理
的
空
間
展
）
●
一
九
七
四

７
／
７
／
７
展
、
芦
屋
国
際
ピ
ェ
ン
ナ
ー
レ
展
本
誌
主
催
プ
ル
Ｉ
メ
ー
ル
衝
美

術
部
門
を
一
九
七
三
年
受
岱
、
宝
塚
市
在
住
．

展 し
く
聞
こ
え
る
。

●
ま
る
も
と
こ
う

●
一
九
二
三
神
戸
に
生
ま
れ
る
０
一
九
五
一
二
〜
五
七
国
画
会
●
一
九
五

七
〜
六
三
二
紀
会
同
人
、
同
会
脱
会
、
以
後
無
所
属
●
一
九
五
九
朝
日
新

入
展
●
一
九
六
四
現
代
美
術
の
動
向
展
（
国
立
京
都
近
代
美
術
館
）
●
一
九

六
四
〜
七
一
京
都
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
〈
京
都
市
美
術
館
）
●
一
九
六
四
個

露§熱
（
空
間
を
浸
蝕
す
る
絵
画
展
）
●
一
九
六
五
〜
六
七
次
元
展
（
京
郁
市
美
術

ば
る
も
の
で
な
く
日
常
生
活
の
空
間
と
同

決
し
て
特
殊
空
間
で
は
な
い
と
強
調
す
る
。

る
芸
術
観
。
囲
っ
て
し
ま
う
芸
術
に
対
し

疑
問
符
と
、
そ
れ
に
自
分
自
身
で
答
え
て
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ｋ‐一
一通

一Ｔ

Ｑｕｅｅｎ
春の神）

EＩｉｚａｂｅｔｈ２
春 戸に初入港／
イギリスのキュナード社が世界| こ誇る超豪華客

船クイーン・エリザベス１１世号（６８．５６３トン）
がＳ月５日、世界一周航海の途中神戸と横浜I こ初
寄港し、神戸では２日間I こ2 0 万人、横浜ではＢ巳
卜間|こ5 0万人弓巳の見物害が押しよせﾉＥ･名実ともIこ
世界最高の豪華客船だけI こ世界一周のおｲ 直段も最
高2 , 0 0 0 万円。ひさしぶ1 つ| こ神戸っ子の心をときめ
塔かせＪＥ。。

イ
ク
Ｓ
港

船
が
害
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中神戸と
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官
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け
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子
年
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画
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『 可
| Ｈ界両オシ１，レを詣とどけず- る

ウ 弁

司
険
２
１

Ｑ

量』ﾐ
ンマ

Ｑ
一
国

ラ
ィ
ト
ト
ー
ン
の
ス
ー
ツ
は
イ
タ
リ
ア
、
グ
リ
テ
ィ
社
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
。
い
ま
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
番
人
気
の
あ
る
モ
デ
ル
で
す
。

替
え
上
着
は
イ
ギ
リ
ス
、
ス
キ
ャ
バ
ル
社
の
生
地
を
使
っ
た
ウ
ネ

ォ
リ
ジ
ナ
ル
。
こ
の
春
の
ブ
ル
ー
が
き
い
た
ウ
ネ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

淡
い
色
と
シ
ル
エ
ッ
ト
の
美
し
さ
を

着
こ
な
し
て
く
だ
さ
い

を
神
戸
紳
士
の
た
め
に
…
。

、

nｔ

■
１
■

Ｆ可

／

東急百貨店
渋谷区・日本橋店

札幌店･吉ﾈ羊寺盾ノ

神戸元町｜丁目
ＴＥＬ３３１－３１Ｉ２

、琴

、､ー
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『

Ｌ

鑑ら（桧

6琴Ｄｑ趣

、

ムラタ
ファッション
ｺ ーディネイト
句"Yﾉ娯＆‘'"r/１ｓ""!"I《

ｲ室｝ 春風のように
優し〈

大倉潤子さん
〈モード＆ジュエリー

コンサルタント〉

’7 5 春夏のファッションのメインテーマは
テンダーエレフケンユ
< ＴｅｎｄｅｒＥｌｅｇａｎｃｅ＞です｡ ﾌ ァッション
の傾向は春風のように優しく、柔らかく、
心地よく…。そんなフイーリングにあふれ
たものとなりました｡ ひと二とで表現すれ
ばウルトラ・フェミニン( 超女性的）という
ことでしようか。

素材はオールシルク、デザインはプリーツ
をいかし、カラーは同色相のパステルトーン
で軽やかさと怪しきを表現したスーツです。
こんなスーツにコーディネイトする宝石

は真珠のロングネックレスと月の滴のイヤ
リングが鎧適です。
スーツ8 5 . 0 0 0 1 1 ｣ ( 生地: ﾌ ﾗ ﾝ ｽ ｼ ﾙ ｸ )

lＱ 真珠・貴金属
Ｅ皮・婦人服

さんちかレディスタウン

か神戸（078）391-3886ノ
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☆
私
の
意
見

〈
神
戸
青
年
会
議
所
理
事
長
〉

も
の
と
心
の

ハ
ー
モ
ニ
ー

宮
田
喜
夫

本
年
、
神
戸
Ｊ
Ｃ
理
事
長
を
つ
と
め
る
に
際
し
、
所
信
の
一
つ

と
し
て
『
も
の
と
心
の
調
和
』
を
強
調
し
ま
し
た
。

『
激
動
の
七
十
年
代
』
と
呼
ば
れ
な
が
ら
、
ま
だ
、
か
す
か
に

バ
ラ
色
の
夢
を
見
続
け
て
き
た
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
に
次
ぐ
全
地
球
を
種
う
不
況
の
暗
雲
の
中
で
、
未
だ
そ
の

出
口
さ
え
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
ま
す
。

そ
れ
は
正
し
く
、
物
質
的
豊
か
さ
の
中
で
、
豊
か
な
心
を
失
っ

た
結
果
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
混
迷
を
打
ち
破
る
武

器
こ
そ
『
も
の
と
心
の
調
和
』
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。

『
人
類
の
進
歩
と
調
和
』
を
う
た
っ
た
大
阪
万
博
か
ら
、
ち
ょ

う
ど
五
年
経
た
今
日
、
真
に
人
類
の
進
歩
の
き
ざ
し
が
あ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
小
は
家
庭
か
ら
大
は
企
業
、
地
域
、
国
家
、
さ
ら
に

は
国
際
社
会
に
至
る
ま
で
、
権
利
の
み
を
主
張
し
義
務
を
果
そ
う

と
し
な
い
エ
ゴ
の
は
び
こ
る
風
潮
は
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り

ま
せ
ん
。
調
和
こ
そ
新
た
な
進
歩
へ
の
前
提
で
あ
る
と
考
え
ま
す

一
人
が
大
き
な
声
を
出
せ
ば
、
他
も
負
け
ず
に
大
き
な
声
で
議

論
す
る
場
面
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
バ
ラ
ン
ス
の

問
題
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
調
和
と
い
え
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

静
か
に
お
互
が
納
得
す
る
ま
で
話
し
合
う
姿
は
、
声
は
小
さ
く
て

も
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
こ
そ
互
に
思
い
や

り
の
心
を
も
っ
て
、
全
て
の
こ
と
に
あ
た
る
姿
勢
が
必
要
な
こ
と

は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｃ
の
目
指
す
『
明
る
い
豊
か
左
社
会
』
と
は
、
『
も
の
と
心

が
調
和
し
進
歩
し
た
社
会
』
を
意
味
し
、
政
治
・
経
済
・
文
化
・

教
育
・
福
祉
・
環
境
等
全
て
の
分
野
に
お
い
て
、
調
和
あ
る
発
展

が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
私
は
、
こ
の
こ
と
を
自
分
自
身
に
繰
り
返
し
言
い
聞
か
せ

な
が
ら
、
企
業
活
動
に
も
、
又
、
Ｊ
Ｃ
そ
の
他
の
活
動
に
も
取
り

組
む
努
力
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
本
年
度
の
所
信
を
見
出
し
的
に
申
す
な
ら
ば

一
、
も
の
と
心
の
調
和
を
は
か
ろ
う

二
、
互
の
信
頼
を
高
め
よ
う

三
、
新
た
な
る
飛
躍
の
た
め
に

以
上
三
点
を
会
員
諸
兄
に
う
っ
た
え
て
お
り
ま
す
。

溌雛輪
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１○○年の１云統が
生きている……

世界の味覚が味わえる、スカイレストラン

骨つきローストビーフ、スイス山岳地方の

フオンテュウなど……

ダンスも楽しめ、バーでは世界の名酒を

そろえております。

』

山なみの中I こ、
山荘風シャトウ…
六甲の深い緑、自然のなかの四季…

コーベビーフと瀬戸内の魚介類

新鮮な材料をそのまま生かした

六甲オリエン' タルホテルのジンギスカンは

' 1 年を通じて楽しめる味覚の王者です。

Ｌ

ｵ蝶漁し押し'六甲無i:重'Z鷺ル
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４
月
目
次

Ⅲカ
メ
ラ
米
田
定
蔵
／
藤
原
保
之
／
立
山
彰

7 ４６６６５６４５２４５４２ 3 ７３４３２３０２９２３２１１４１２ こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
Ｌ
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す

９５ 表
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
／
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
／
中
西
勝

神
戸
っ
子
弼
／
大
野
幹
子
／
小
沢
欽
一

あ
る
集
い
／
神
戸
二
記

コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ

神
戸
っ
子
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〈
旧
〉
丸
本
耕

ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世
号
入
港

わ
た
し
の
意
見
／
宮
田
喜
夫

随
想
四
題
／
｜
福
元
早
夫
／
今
岡
煩
子
／
花
柳
芳
五
三
郎
／
藤
原
向
意

あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と
／
神
戸
一
一
紀

れ
ん
さ
い
ず
い
そ
う
／
若
者
と
弱
者
／
藤
本
義
一

神
戸
情
話
〈
旧
〉
一
回
だ
け
の
招
待
矢
崎
泰
久

あ
る
現
代
美
術
家
の
非
芸
術
的
レ
ポ
Ｉ
卜
〈
５
〉
〆
河
口
龍
夫

特
集
①
神
戸
の
観
光
／
座
談
会

玉
田
暁
昌
／
松
宮
重
治
／
古
杉
繁
美
樫
尾
観
蔵

経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

特
集
②
編
集
部
が
選
ん
だ
観
光
コ
ー
ス
あ
れ
こ
れ

技
術
ジ
ャ
ｉ
ナ
ル

い
ま
芸
術
は
ル
ナ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

神
戸
の
集
い
か
ら

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト

神
戸
百
景
／
カ
メ
ラ
・
小
山
保

神
戸
の
催
し
も
の

ニ
ー
ス
か
ら
美
術
展
が
来
る
／
伊
藤
誠

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
イ
ン
ロ
ン
ド
ン
髭
柴
田
啓
嗣

動
物
園
飼
育
日
記
／
亀
井
一
成

た
か
は
し
。
も
う
出
版
記
念
会

も
う
さ
ん
を
め
ぐ
る
神
戸
っ
子
た
ち
／
た
か
は
Ｌ
も
う

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
、
モ
ダ
ン
リ
ピ
ン
グ
／
水
谷
頴
介

神
戸
を
福
祉
の
町
に
Ｚ
住
宅
付
生
涯
学
級
／
橋
本
明

心
に
の
こ
る
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
／
あ
お
ば
し
げ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
便
り
／
竹
田
洋
太
郎

淀
長
立
見
席
／
淀
川
長
治

女
体
百
景
／
Ｈ
・
ジ
ュ
ー
ー
ア
Ｊ
え
・
浅
野
俊
一

び
つ
と
い
ん

神
戸
百
店
会
だ
よ
り

プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
〆
岡
田
淳

ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

連
敷
小
説
ま
だ
遅
く
な
い
／
葉
月
一
郎
え
・
小
西
保
文

ポ
エ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ
／
三
浦
照
子

海
船
港
／
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世
号

いＳＥＥＳＡＷＳＥＥＮ鰯ＰＨＯＴＯ（72 8×1 0 3 0）十( 7 2 8×l O 3 D ) m、 1 ９７３ＴＡＴＳＵＯＫＡＷＡＧＵＣＨｌ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



J ｑ

と▲ゅも巳Ｊ･ ･ 7

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


